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解放基盤面における地震動の応答スペクトル

水平方向 鉛直方向

Case3の地震動を基準地震動Ss-2、Case4の地震動を基準地震動Ss-3とする。

※基準地震動Ss-1は応答スペクトルに基づいた地震動評価結果（変更なし）
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論点３：地下構造モデルの設定について

回答

コメント

地層毎に細かく地盤定数（P波速度、S波速度、密度及び動的変形特性など）が

 ゾーニングされているが、地盤調査や土質試験との関係からその根拠を説明す

 ること。

地盤構造モデルの作成において、地盤調査や土質試験によって地盤定数（非線

 形特性（G/G0 ～γ及びh～γ関係）など）が得られている地層についてはそれら

 の値を用い、同データが得られていない地層については、地層の深さや土質を

 考慮して取得データを併用した。
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)s/m(度速波S)s/m(度速波P)m(さ深)m(厚層号番層 mc/g(度密
3
) emaNreyaL ルデモ定設号番験試

1U08.1071083021

1-U2U96.1771086252

3U57.1002053173.03

1-C1-C1cO97.136339513.77.64

1-S1-S1sO36.108400614115

2-C2-C2cO58.100451615186

2-S2-S1-2sO38.118304113277

2-S2-2sO49.120404110358

3-C3-C3cO19.1504986153019

3-S3sO79.1094506154201

4-C4-C4cO98.1054392174311

3-S3-S4sO09.1084767105321

5-C5-C5cO00.2794355135331

4-S4-S5sO00.2055618165741

6-C6-C6cO00.25250281368251

4-S6sO79.13752681192161

6-C7cO00.25455081301271

5-S7sO10.25455481501281

6-C8cO99.19556181701791

5-S5-S1-8sO99.104551914112202

5-S2-8sO40.297526916310112

7-C7-C9cO59.179530916415122

6-S6-S9sO60.293750121614132

---1R91.22898072571642

---2R14.279517153181352

---3R94.263428984481-62

岩崗花:R層礫砂:sO層土粘:cO土し戻め埋:U

性特形線非ルデモ造構下地

各地層モデルの諸パラメターと非線形特性の設定
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論点４：解放基盤面以浅の堆積地盤の地震応答解析について

回答

コメント

解放基盤面以浅の堆積地盤内における地震応答解析に等価線形解析が適用さ

 れているが、発生歪みから考えて等価線形解析の適用範囲を超えていると思わ

 れる。時刻歴非線形解析によって検証すること。

・

 
等価線形解析と非線形解析の結果の比較

基準地震動Ss-2に対して等価線形解析と非線形解析を適用した結果、波形，応

 答スペクトル，ひずみ等に両手法による相違が見られた。従って、非線形解析に

 よって堆積地盤の地震応答解析を実施することとした。

・非線形解析の結果
論点2において再評価した基準地震動に対して時刻歴非線形解析を実施した結

 果、構造物・機器への影響が大きい周期帯では、基準地震動Ss-2のEW成分の

 応答スペクトルが最も大きくなる。
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建屋基礎底位置の時刻歴波形の比較 （入力：基準地震動Ss-2）

地盤の応答解析結果の比較１
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建屋基礎底位置の地震動の応答スペクトルの比較 （基準地震動Ss-2）

地盤の応答解析結果の比較２

水平方向
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時刻歴非線形解析と等価線形解析の比較(Ss‐2,NS成分)
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時刻歴非線形解析

等価線形解析
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KUR建屋基礎底位置の時刻歴波形 （入力：基準地震動Ss-3）

地盤の非線形応答解析結果１
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KUR建屋基礎底位置の地震動の応答スペクトル

地盤の非線形応答解析結果２

水平方向 鉛直方向
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論点５：基準地震動の超過確率について

回答

コメント

基準地震動の超過確率を示すこと。

・

 
検討方法

敷地における地震ハザード評価は日本原子力学会（2007）の方法により行った。

・

 
検討結果

構造物・機器への影響が大きい周期帯では、基準地震動Ss-2の超過確率は、

 10-4～10-5となる。
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基準地震動の超過確率

解放基盤面における地震動のハザードスペクトルと

 基準地震動の応答スペクトルとの比較

10-6

10-5

10-4

10-3

10-2



23

論点６：地震随伴事象について

回答

コメント

津波及び周辺斜面による影響について説明すること。

・

 
津波について

KUR建屋地点の標高は約60mとなっており、津波の影響を考慮する必要はない。

・

 
周辺斜面について

KUR建屋の地盤レベルより高い位置に存在する崖や傾斜地は存在しない。 さらに，

 KUR建屋は丘陵部切土上の堅固な地盤上に建設されており，また周辺の地表及

 び地層境界の傾斜は緩い(最大5度程度)。
 

一方，KUR建屋の東側には埋土地盤

 が存在するが，その端部には杭基礎を持つ施設等が建設されている。従って，こ

 れら地盤の変形あるいは周辺施設直下の地盤の大規模な側方流動の可能性は低

 く，KUR建屋の斜面による安定性は確保されている。
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KUR

配置図
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